
43,068,047

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

72.3 平均値 38,480,542 38,744,035 40,117,620 42,330,99958.3 平均値 71.0 73.2 73.4 72.5平均値 53.8 56.1 56.4 56.9

77.6 79.1 81.8 84.4

R01 R02 R03

当該値 60.5 63.1 66.0 68.8 69.1 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

49,606,692 49,555,978 49,845,582 56,360,728 57,998,03775.7 当該値

14.6

2. 老朽化の状況

全体総括

経営改善のため平成27年度から導入した経営コンサ
ルタントの成果として、職員の意識改革が進み、新
規加算の取得や効果的な病床利用の促進が図れ、医
業収益の改善成果が現れてきた。
経営改善に向け、医業収益の確保、医業費用の削減
の両面において取り組むとともに、さらなる職員の
資質向上を図る必要がある。
併せて、医師や看護師、介護士等の医療スタッフ不
足も否めないため採用と育成に注力していくことが
大切である。
引き続き、地域唯一の公立病院として堅実な経営を
目指したい。
今後の医療需要や医療圏人口の動向を踏まえて令和
元年度から検討を進めていた病床機能の見直しにつ
いては、令和3年1月1日に病床削減、令和3年2月1日
に病床転換を実施（91床→81床）一般病床から地域
包括ケア病床に転換にした。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

75.7 平均値 17.0 16.5 16.0 15.79,548 平均値 70.3 71.1 72.0 77.728,176 平均値平均値 25,249 25,711 26,415 27,227

68.2 66.9 66.7 60.57,946 7,565 7,795 8,074 8,065 当該値

8,852 9,060 9,135 9,509

当該値 27,106 27,685 27,864 25,491 28,536 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

令和3年度においても前年度に引き続き新型コロナウ
イルス感染症対策に追われることとなった。外出自
粛等による受診控えが少し落ち着いてきたことと、
一般病床から地域包括ケア病床への転換により、入
院収益、外来収益とも一昨年の水準に戻りつつあ
り、入院、外来収益を合わせて前年度比で103,915千
円の増収となった。この他、コロナ関連の事業によ
り公衆衛生活動収益と受託検査施設利用収益が
31,644千円の増収となった。
費用面では、検査材料や、燃料費の価格高騰のあお
りを受け、事業費用全体で25,334千円の増となっ
た。
収支では、コロナ感染防止対策事業に関する収入が
功を奏し、30,859千円の当年度純利益が計上でき、
悲願の単年度黒字化が実現した。しかし、今後感染
対策関係の補助金の収入が大幅に減少することを考
えると、経営状況は依然厳しいことには変わりな
い。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 当院本館部分は平成元年建設で、建物や建物付帯設
備、機械等の老朽化が著しい。
施設・設備の更新については、急激に進展している
地域の人口減少から、今後の医療需要の低下が見込
まれることも踏まえ、長期的な視点から、適正な規
模、診療体制を検討し、建築に際しての建設費用、
維持管理費の抑制に資する手法を併せて検討し、投
資と財源の均衡を図る。
（R3では電子カルテシステムの更新を行った。）

R03 H29 H30 R01

11.8 11.9 11.5 11.6 12.758.5 当該値

平均値 67.9 66.9 66.1 62.3 62.1平均値 114.4 117.0 118.8 136.0 131.3平均値 78.1 77.0 77.1 73.8 75.5平均値 98.2 97.5 97.7 100.7 103.6

当該値 73.4 76.4 67.6 65.4 73.6当該値 64.4 69.0 72.7 87.8 38.886.5 86.0 77.7 84.4当該値 96.8 95.7 97.4 94.3 100.8

Ⅰ 地域において担っている役割
山間へき地にあり、高齢化率45％の当地域は、近隣
の二次・三次いずれの救急指定病院までも50分以上
要するため、地域唯一の救急指定病院として住民の
医療、健康面での安心・安全な暮らしの拠点として
の役割を担っている。
　また、当院は岐阜県の最北端に位置するため近隣
の富山大学からの医師派遣協力のもと、外来では15
の診療科を標榜し、診療科の連携をとりながら診療
にあたっている。
　入院では、急性期から慢性期、ターミナル期まで
幅広い分野での医療に加え、地域包括ケア病床を活
用し、効率的な医療・看護・リハビリを行い在宅復
帰支援に注力している。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 87.3

- 年度 - 年度 - 年度

23 74

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

23,028 6,237 第１種該当 - １０：１ 51

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 15 - ド 透 救 へ 輪 - - 81 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 54 27 - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
岐阜県飛騨市　国民健康保険飛騨市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)
【67.1】
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③累積欠損金比率(％)
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【106.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【56.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,765,843】
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⑧材料費対医業収益比率(％)

【24.8】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)

【56.4】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【17,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【59,287】


